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モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
備
え
貨
物
駅
を
高
度
化

　
「
鉄
道
輸
送
は
使
い
勝
手
が
悪
い
と
思
わ
れ
て
い
る

ん
で
す
」。日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社（
Ｊ
Ｒ
貨
物
）営

業
部
副
部
長
の
河
野
潤
平
さ
ん
は
た
め
息
を
つ
く
。

　

鉄
道
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
ト
ラ
ッ
ク
の
約
10
分
の
１
、

船
舶
の
半
分
と
環
境
対
策
に
優
れ
て
い
る
こ
と
は
理

解
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、最
寄
り
駅
へ
の
輸
送
と
、着

駅
か
ら
現
場
ま
で
は
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
す
る
し
か
な
い
。

荷
主
に
と
っ
て
、現
行
の
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
鉄
道
へ
の
切

り
替
え
は
複
数
の
輸
送
を
組
合
わ
せ
る
こ
と
や
、輸
送

ロ
ッ
ト
の
面
も
含
め
、ま
だ
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
だ
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
で
２
０
２
４
年
度
か
ら
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
設
け

ら
れ
、ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
力
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

政
府
の「
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
」

に
よ
る
と
、何
も
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
、営
業
用
ト

ラ
ッ
ク
の
輸
送
能
力
は
30
年
に
34
％
不
足
す
る
可
能
性

が
あ
る
。政
府
の
２
０
２
４
年
問
題
に
関
す
る
関
係
閣

僚
会
議
は
23
年
10
月
の「
物
流
革
新
緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

で
、物
流
の
効
率
化
策
と
し
て「
商
慣
習
の
見
直
し
」「
物

流
の
デ
ジ
タ
ル
化
」に
加
え
、「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
」を
挙

げ
て
、輸
送
力
不
足
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
備
え
て
、Ｊ
Ｒ
貨
物
は
対
策
を

強
化
し
て
い
る
。21
年
１
月
に
策
定
し
た
、30
年
ま
で

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン「
Ｊ
Ｒ
貨
物
グ
ル
ー
プ
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
」で
は
、新
た
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
や

貨
物
駅
の
高
度
利
用
な
ど
、総
合
物
流
事
業
の
推
進
を

掲
げ
た（
図
１
）。10
年
間
の
予
算
は
約
４
０
２
０
億
円
。

「
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
」を
整
備
し
、鉄
道
へ
の
シ
フ
ト
を
促
す
方
針
だ
。

　

一
つ
は「
レ
ー
ル
ゲ
ー
ト
」と
呼
ば
れ
る
、物
流
結
節

点
機
能
の
強
化
だ
。陸
運
や
海
運
、空
輸
の
結
節
点
に

な
る
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
鉄
道

と
ト
ラ
ッ
ク
、船
舶
の
間
で
貨
物
を
積
み
替
え
る
、物

流
の
ハ
ブ
施
設
に
し
た
い
考
え
だ
。

　

20
年
２
月
に
東
京
・
品
川
区
に
建
設
し
た「
東
京
レ

ー
ル
ゲ
ー
ト
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」に
続
き
、22
年
７
月
に
は「
東

京
レ
ー
ル
ゲ
ー
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」が
完
成
。22
年
５
月
に

は
札
幌
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
に「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
札
幌
レ
ー
ル
ゲ

ー
ト
」も
竣
工
し
、24
年
４
月
に
は「
Ｄ
Ｐ
Ｌ
千
葉
レ
ー

ル
ゲ
ー
ト
」も
着
工
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
今
後
、レ
ー
ル
ゲ
ー
ト
を
名
古
屋
、京

都
、福
岡
な
ど
主
要
都
市
に
展
開
す
る
方
針
だ
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
荷
役
を
効
率
化

　

貨
物
駅
の「
積
替
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」も
拡
充
し
て
い
る
。

荷
主
物
流
事
業
者
が
一
般
ト
ラ
ッ
ク
で
積
替
ス
テ
ー
シ

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進
へ
向
け
各
社
が
模
索

脱
炭
素
社
会
の
実
現
や
２
０
２
４
年
問
題
の
解
決
策
の
一つ
が
、輸
送
手
段
を
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

鉄
道
や
海
運
に
移
す
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
だ
。鉄
道
会
社
な
ど
の
受
け
入
れ
態
勢
は
急
ピ
ッ
チ

で
進
む
。だ
が
、農
業
界
を
含
め
、荷
主
の
反
応
は
鈍
い
。モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が
途
上
と
な
って

い
る
理
由
を
二
つ
の
事
例
か
ら
考
え
た
。
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ョ
ン
に
運
び
込
み
、コ
ン
テ
ナ
に
積
み
替
え
て
鉄
道
で

輸
送
す
る
。設
置
し
て
い
る
駅
は
現
在
12
カ
所
。こ
れ

ま
で
は
荷
主
が
工
場
や
倉
庫
な
ど
で
コ
ン
テ
ナ
に
積
み
、

専
用
ト
ラ
ッ
ク
で
貨
物
駅
に
運
ん
で
い
た
が
、駅
構
内

で
積
み
替
え
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
新
た
な
鉄
道
需
要

を
発
掘
す
る
。ま
た
、パ
レ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
会
社
と
連

携
し
、貨
物
荷
台
の
パ
レ
ッ
ト
を
レ
ン
タ
ル
す
る「
駅

パ
レ（
パ
レ
ッ
ト
デ
ポ
）」を
貨
物
駅
構
内
に
設
置
し
た
。

パ
レ
ッ
ト
化
で
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
っ
た
効
率
的

な
荷
役
を
推
進
す
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
も
進
む
。一
つ
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
用
ア
プ
リ「
Ｔ-

Ｄ
Ａ
Ｐ
」だ
。２
０
２
３
年
６
月
か
ら

列
車
の
遅
延
情
報
や
コ
ン
テ
ナ
が
貨
物
駅
の
ど
こ
に
あ

る
か
を
示
す「
コ
ン
テ
ナ
位
置
情
報
」を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
提
供
し
て
い
る
。「
コ
ン
テ
ナ
の
持
ち
出
し
・
持
ち
込

み
予
約
機
能
」も
一
部
の
駅
で
試
験
運
用
を
開
始
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
用
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
運
転
操
作
で
は
、

運
転
者
に
と
っ
て
見
え
に
く
い
フ
ォ
ー
ク
先
端
の
高
さ

や
中
心
位
置
を
カ
メ
ラ
セ
ン
サ
ー
で
モ
ニ
タ
ー
に
表
示

す
る「
操
作
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
」、レ
ー
ザ
ー
光
で
コ
ン

テ
ナ
の
位
置
を
認
識
し
フ
ォ
ー
ク
を
自
動
的
に
対
象
の

コ
ン
テ
ナ
に
正
対
さ
せ
る「
操
作
セ
ミ
オ
ー
ト
機
能
」の

導
入
も
予
定
し
て
お
り
、荷
役
の
効
率
化
を
め
ざ
し
て

い
る
。Ｊ
Ｒ
貨
物
は
、こ
う
し
た
先
端
技
術
を
結
集
し

て
貨
物
駅
の
省
力
化
と
作
業
の
効
率
化
を
し
た「
ス
マ

ー
ト
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
」を
将
来
構
想
に
描
く
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
な
ど
新
た
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
も

拡
充
し
た
。ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
と
は
、列
車
１
編
成
の

う
ち
半
分
以
上
の
輸
送
力
を
ブ
ロ
ッ
ク（
区
画
）で
借

り
切
る
コ
ン
テ
ナ
列
車
の
こ
と
。大
量
輸
送
で
運
賃
面

の
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
る
。04
年
３
月
の
ス
ー
パ
ー

レ
ー
ル
カ
ー
ゴ
を
皮
切
り
に
、現
在
は
関
東
～
関
西
・

中
国
、東
海
～
東
北
、東
海
～
九
州
、関
西
～
東
北
な
ど

10
路
線
に
増
え
た
。

　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
全
農
）も
23
年
11
月

か
ら
コ
メ
専
用
貨
物
列
車（
通
称
全
農
号
）の
定
期
運

行
に
乗
り
出
し
た
。青
森
県
八
戸
市
か
ら
秋
田
、新
潟
、

金
沢
な
ど
日
本
海
側
の
産
地
で
コ
メ
を
積
み
込
み
、大

阪
ま
で
輸
送
す
る
。た
だ
、ブ
ロ
ッ
ク
ト
レ
イ
ン
は
往

復
輸
送
が
必
要
で
、帰
り
の
貨
物
が
な
い
全
農
号
は
条

件
を
満
た
し
て
い
な
い
。全
農
は
大
阪
か
ら
の
帰
り
の

便
に
農
業
用
品
を
輸
送
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

他
、大
手
企
業
と
連
携
し
、食
品
を
東
北
に
運
ぶ
計
画

だ
。幾
つ
か
の
会
社
が
相
乗
り
す
る「
共
同
輸
送
」が
新

し
い
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、台
湾
な
ど
に
輸
出
す
る
青
森
県
産
リ
ン
ゴ
は

盛
岡
市
で
通
関
し
、コ
ン
テ
ナ
の
ま
ま
東
京
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
を
経
て
東
京
港
に
運
ば
れ
る
。東
北
方
面
に

は
海
上
コ
ン
テ
ナ
で
輸
入
さ
れ
た
牧
草
な
ど
の
飼
料
を

盛
岡
に
輸
送
し
て
い
る
。

進
ま
な
い
物
流
の
脱
ト
ラ
ッ
ク

　

鉄
道
シ
フ
ト
の
課
題
は
、生
鮮
野
菜
や
冷
凍
食
品
を

運
ぶ
冷
蔵
・
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
の
整
備
だ
。近
年
は
冷
凍

食
品
の
輸
送
量
が
増
え
て
い
る
が
、Ｊ
Ｒ
貨
物
に
は
密

閉
型
や
換
気
型
の
コ
ン
テ
ナ
は
あ
っ
て
も
、冷
蔵
・
冷

凍
コ
ン
テ
ナ
は
所
有
し
て
い
な
い
。荷
主
が
購
入
す
る

か
リ
ー
ス
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。北
海
道
か

ら
本
州
へ
の「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
列
車
」や「
た
ま
ね
ぎ
列
車
」

は
外
気
を
取
り
込
め
る
通
風
コ
ン
テ
ナ
で
輸
送
す
る
の

が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、夏
場
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ト
マ
ト

な
ど
は
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
に
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
や
氷
を

入
れ
て
輸
送
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
開
発
し
た
、特
殊

な
保
冷
剤
で
低
温
を
保
ち
、し
か
も
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し

な
い「
ア
イ
ス
バ
ッ
テ
リ
ー
」の
活
用
な
ど
も
検
討
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
思
う
ほ
ど
進
ん
で
い

な
い
。農
産
物
・
食
品
の
場
合
、ト
ラ
ッ
ク
輸
送
依
存
度

は
96
％
。特
に
生
鮮
食
品
は
、単
位
農
協
ご
と
に
出
荷

さ
れ
る
の
で
小
ロ
ッ
ト
の
輸
送
が
多
く
、収
穫
が
天
候

に
左
右
さ
れ
る
た
め
出
荷
量
が
直
前
ま
で
決
ま
ら
な
い
。

鮮
度
な
ど
品
質
管
理
も
難
し
い
。産
地
と
消
費
地
の
距

離
が
遠
い
か
ら
長
距
離
輸
送
に
は
な
る
が
、小
回
り
の

利
く
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
と
の
相
性
が
よ
く
、簡
単
に
脱
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
と
は
な
り
に
く
い
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
営
業
部
流
通
・
機
械
産
業
グ
ル
ー
プ
リ

図１ 総合物流事業の推進

お客さま

JR貨物が中心となりグループのノウハウ・資産を生かした
最適なソリューションをコーディネイト・提供

航空 トラック 船舶

積替・荷役

駅ナカ倉庫 物流施設

積替・荷役

駅ナカ倉庫 物流施設

JR貨物
グループが
提供する
物流機能

積替ステーション 積替ステーション貨物駅 貨物駅鉄道輸送

航空 トラック 船舶

資料：JR貨物（株）作成
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モーダルシフト推進へ向け各社が模索

ー
ダ
ー
の
遠
藤
善
之
さ
ん
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
で
安

定
供
給
が
脅
か
さ
れ
る
時
代
が
近
づ
い
て
い
る
と
し
た

う
え
で
、「
鉄
道
や
海
運
、ト
ラ
ッ
ク
は
、そ
れ
ぞ
れ
自

然
災
害
や
人
手
不
足
、運
賃
の
高
騰
な
ど
リ
ス
ク
が
あ

る
。鉄
道
、海
運
、ト
ラ
ッ
ク
と
一
つ
に
偏
ら
ず
、複
数

の
輸
送
方
法
を
組
み
合
わ
せ
た
リ
ス
ク
分
散
が
必
要
に

な
る
だ
ろ
う
」と
予
測
し
て
い
る
。

九
州
の
青
果
物
を
集
め
る
中
継
拠
点

　

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
海
運
で
も
進
む
。北
九
州
市
に

あ
る
物
流
拠
点
の
入
り
口
を
入
る
と
、荷
捌さ

ば

き
場
が
広

が
っ
て
い
る
。広
さ
は
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
。

室
温
は
15
℃
に
保
た
れ
て
い
る
。荷
捌
き
場
の
左
右
に

は
５
℃
の
冷
蔵
庫
が
３
室
、２
℃
が
２
室
あ
り
、段
ボ
ー

ル
に
入
っ
た
白
菜
や
レ
タ
ス
な
ど
が
積
み
上
が
っ
て
い

る
。施
設
の
両
サ
イ
ド
に
は
入
庫
バ
ー
ス
と
出
庫
バ
ー

ス
が
あ
り
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が
20
㌧
ト
レ
ー
ラ
ー
に

段
ボ
ー
ル
箱
を
積
み
込
ん
で
い
た
。

　

北
九
州
市
に
拠
点
を
置
く
北
九
州
青
果
株
式
会

社
が
、北
九
州
市
中
央
卸
売
市
場
の
青
果
棟
の
隣
に

建
設
し
た「
丸
北
物
流
拠
点（
通
称
ロ
ジ
・
ベ
ー
ス
）」。

２
０
２
４
年
問
題
に
対
応
し
た
共
同
物
流
拠
点
だ
。開

設
は
23
年
10
月
。九
州
の
各
産
地
の
野
菜
や
果
物
を
ロ

ジ
・
ベ
ー
ス
に
集
め
、大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
に
積
み
替
え

て
新
門
司
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
横
須
賀
港
に
運
び
、関

東
各
地
に
配
送
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。九
州
か

ら
首
都
圏
に
出
荷
す
る
青
果
物
は
９
割
以
上
が
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
だ
が
、こ
れ
を
内
航
海
運
に
切
り
替
え
る
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
を
進
め
る
た
め
の
拠
点
施
設
だ（
図
２
）。

　

ロ
ジ
・
ベ
ー
ス
の
建
設
は
北
九
州
市
中
央
卸
売
市
場

が
17
年
に
ま
と
め
た「
経
営
展
望
」に
遡

さ
か
の
ぼる

。同
展
望
に

基
づ
き
、老
朽
化
し
た
卸
売
市
場
を
建
て
替
え
る「
市

場
再
整
備
計
画
」が
決
ま
っ
た
が
、市
の
予
算
確
保
の

見
通
し
が
立
た
ず
、計
画
は
中
断
し
た
。そ
の
う
ち
に

２
０
２
４
年
問
題
が
浮
上
。全
農
は
大
分
、佐
賀
県
鳥

栖
市
の
ほ
か
、北
九
州
市
に
も
中
継
基
地
を
設
け
る
と

決
め
た
。一
方
、中
継
基
地
に
は
冷
蔵
庫
が
必
要
と
考

え
た
北
九
州
青
果
は
、再
整
備
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
青
果
棟
の
増
築
を
先
行
し
よ
う
と
、国
の
補
助
事

業
で
ロ
ジ
・
ベ
ー
ス
を
建
設
し
、フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
テ
ス

ト
輸
送
を
実
施
し
た
。

　

建
設
ま
で
の
経
緯
も
あ
り
、ロ
ジ
・
ベ
ー
ス
へ
の
集

荷
な
ど
は
全
農
が
受
け
持
つ
。具
体
的
に
は
九
州
の
産

地
農
協
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
ロ
ジ
・
ベ
ー
ス
に
送
ら
れ
て

く
る
青
果
物
を
、全
農
傘
下
の
全
農
物
流
が
ま
と
め
て

積
み
合
わ
せ
な
ど
の
中
継
業
務
に
当
た
る
。関
東
な
ど

か
ら
の
下
り
荷
も
２
０
２
４
年
問
題
で
産
地
か
ら
遠
隔

へ
の
直
接
輸
送
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、産
地
側

が
北
九
州
ま
で
輸
送
し
、出
荷
先
の
卸
会
社
が
引
き
取

り
に
来
る
こ
と
も
今
後
想
定
さ
れ
る
。ま
た
２
０
２
４

年
問
題
が
原
因
で
、関
東
な
ど
の
卸
業
者
へ
の
入
荷
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
と
き
は
、北
九
州
青
果
が
調
達
し
て
輸

送
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。

　

ロ
ジ
・
ベ
ー
ス
は
、中
継
拠
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、時
間

を
区
切
っ
て
卸
売
業
務
も
で
き
る
。卸
業
務
で
は
仲
卸

は
午
前
10
時
ま
で
に
荷
物
を
引
き
取
る
と
、午
後
か
ら

全
農
物
流
が
中
継
業
務
に
当
た
る
計
画
だ
。全
農
は
北

九
州
青
果
に
中
継
拠
点
利
用
料
を
支
払
う
が
、仲
卸
か

ら
は
冷
蔵
庫
な
ど
の
利
用
料
な
ど
を
徴
収
し
な
い
。

フ
ェ
リ
ー
を
選
ん
だ
わ
け

　

交
通
の
要
衝
、北
九
州
市
は
輸
送
手
段
に
恵
ま
れ
て

い
る
。鉄
道
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、北
九

州
空
港
に
は
貨
物
便
が
飛
ぶ
。海
運
も
関
東
、関
西
、四

国
な
ど
と
結
ば
れ
て
い
る
。モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
は
ど
れ

で
も
可
能
だ
が
、フ
ェ
リ
ー
を
選
択
し
た
の
は
ま
ず
20

㌧
ト
レ
ー
ラ
ー
を
活
用
で
き
る
こ
と
。大
型
ト
ラ
ッ
ク

よ
り
積
載
量
が
多
い
う
え
、運
転
席
を
切
り
離
し
て
シ

ャ
ー
シ（
骨
組
み
部
分
）だ
け
を
積
ん
で
い
け
ば
、輸
送

は
効
率
化
す
る
。２
０
２
１
年
７
月
に
は
横
須
賀
港
に

直
行
す
る
東
京
九
州
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
、ト
ラ
ッ
ク

輸
送
は
北
九
州
ま
で
、北
九
州
か
ら
関
東
ま
で
は
フ
ェ

リ
ー
と
い
う
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
テ
ス
ト
輸
送
は
全
農
も
自
社
取
引

商
品
に
つ
い
て
参
加
し
、23
年
10
月
か
ら
24
年
４
月
ま

で
７
カ
月
間
に
週
２
回
、合
計
60
回
、20
㌧
ト
レ
ー
ラ

ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
横
須
賀
港
に
輸
送
し
た
。フ
ェ

リ
ー
は
23
時
55
分
に
新
門
司
港
を
出
港
し
、21
時
間
か

け
て
翌
日
の
20
時
45
分
に
横
須
賀
港
に
着
く
。横
須
賀

港
で
は
横
浜
市
の
青
果
物
卸
業
者
、横
浜
丸
中
青
果
株

式
会
社
が
引
き
取
り
、横
浜
市
中
央
卸
売
市
場
を
経
て

関
東
各
地
に
流
れ
て
い
く
。

　

北
九
州
青
果
社
長
の
百
合
野
博
さ
ん
は「
関
東
へ
の

輸
送
は
帰
り
の
荷
物
を
心
配
す
る
必
要
が
な
い
」と
い

う
。九
州
か
ら
関
東
に
送
り
出
す
荷
物
に
比
べ
、関
東

か
ら
九
州
に
運
ば
れ
る
荷
物
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
多
い

か
ら
だ
。

　

テ
ス
ト
輸
送
の
品
目
は
キ
ュ
ウ
リ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

レ
タ
ス
な
ど
野
菜
類
、イ
チ
ゴ
の「
あ
ま
お
う
」、か
ん

き
つ
類
な
ど
で
輸
送
数
量
は
合
計
１
８
５
㌧
に
達
し
た
。

24
年
夏
か
ら
秋
に
は
、横
浜
丸
中
青
果
か
ら
北
九
州
青

果
に
野
菜
や
果
実
の
輸
送
を
計
画
し
て
い
る
。実
験
結

果
で
は
九
州
～
東
京
間
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
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ら
だ
。「
こ
の
ま
ま
で
は
、北
九
州
青
果
が
広
島
県
な
ど

中
国
地
方
、山
陰
地
方
行
き
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
仕
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
」と
百
合
野
さ

ん
は
考
え
て
い
る
。

迫
ら
れ
る
農
業
の
物
流
体
制
の
見
直
し

　

２
０
２
４
年
問
題
は
鉄
道
や
海
運
な
ど
輸
送
会
社
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
。「
農
産
物
な
ら
、つ
く
る
人（
生

産
者
）、つ
な
ぐ
人（
全
農
・
Ｊ
Ａ
）、運
ぶ
人
、卸
売
市
場
、

小
売
店
な
ど
流
通
ル
ー
ト
の
す
べ
て
が
協
調
し
な
い
と

難
し
い
」（
百
合
野
さ
ん
）。ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待

遇
改
善
と
輸
送
力
維
持
の
両
立
に
は
、流
通
の
各
段
階

が「
競
争
」か
ら「
協
調
」に
移
ら
な
け
れ
ば
う
ま
く
い

か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
前
提
に
な
る
の
が
、「
中
継
輸

送
」や「
共
同
輸
送
」だ
。中
継
基
地
に
集
ま
る
青
果
物

を
大
ロ
ッ
ト
化
し
て
輸
送
を
効
率
化
す
る
中
継
輸
送
。

全
農
が
大
阪
か
ら
の
帰
り
の
鉄
道
便
に
製
麺
企
業
の
製

品
を
乗
せ
る
よ
う
に
、自
社
と
マ
ッ
チ
す
る
企
業
を
見

つ
け
出
す「
共
同
輸
送
」も
不
可
欠
だ
。北
海
道
開
発
局

は
23
年
10
月
か
ら
、複
数
の
企
業
が
物
流
で
ス
ク
ラ
ム

を
組
む
た
め
の
研
究
会「
ロ
ジ
ス
ク
」を
開
催
し
、共
同

輸
送
を
促
し
て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
問
題
は
、ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
か
っ
た

農
産
物
物
流
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。作
物
や
産
地

に
よ
っ
て
サ
イ
ズ
が
異
な
る
段
ボ
ー
ル
は
パ
レ
ッ
ト
化

を
難
し
く
し
、産
地
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
の
商
品
名
や
送

り
状
の
仕
様
は
、デ
ジ
タ
ル
化
を
阻
む
。Ｊ
Ａ
ご
と
の

輸
送
体
制
は
大
ロ
ッ
ト
化
を
妨
げ
る
。２
０
２
４
年
問

題
は
、農
業
界
に
物
流
体
制
や
商
慣
習
の
見
直
し
を
迫

っ
て
い
る
。�

バ
ラ
、出
荷
す
る
商
品
名
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。例
え

ば
、同
じ
種
類
の
ダ
イ
コ
ン
で
も
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
ダ

イ
コ
ン
が
い
く
つ
も
あ
る
。要
す
る
に
商
品
の
標
準
化

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。と
り
あ
え
ず
、ダ
イ
コ
ン
は
ダ

イ
コ
ン
で
ひ
と
ま
と
め
に
処
理
す
る
一
方
、ク
ラ
ウ
ド

で
共
通
言
語
に
読
み
直
し
、そ
れ
を
戻
す
作
業
を
し
な

が
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
効
果
は
大
き
か
っ
た
。ロ
ジ
・
ベ
ー
ス

か
ら
積
み
出
す
前
に
、北
九
州
青
果
の
送
り
状
が
横
浜

丸
中
青
果
に
届
く
。横
浜
丸
中
青
果
は
送
ら
れ
て
く
る

青
果
物
の
種
類
や
数
量
、単
価
を
見
て
、荷
物
が
到
着

す
る
前
に
販
売
活
動
が
始
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
横
浜
丸
中
青
果
、

セ
ン
ト
ラ
イ
青
果
、北
九
州
青
果
の
３
社
で「
市
場
間

連
携
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
議
会
」を
設
立
し
て
、市
場
間
の
デ
ー

タ
連
携
を
強
化
す
る
一
方
、マ
ル
シ
ェ
を
採
用
し
て
い

な
い
卸
売
会
社
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、取
引
の
拡
大

を
模
索
し
て
い
る
。

　

た
だ
、モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
つ
い
て
は
道
半
ば
な
の

が
実
情
だ
。産
地
か
ら
ロ
ジ
・
ベ
ー
ス
に
運
び
込
ま
れ

る
青
果
物
は
今
の
と
こ
ろ
ご
く
わ
ず
か
だ
。Ｊ
Ａ
の
多

く
が
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
の
切
り
替
え
に
難
色
を
示
し
て
い

る
か
ら
だ
。こ
れ
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
業
者
が
請
け
負
っ
て

き
た
荷
積
み
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
の
だ

ろ
う
。全
農
は
傘
下
の
Ｊ
Ａ
を
説
得
し
て
い
る
が
、今

の
と
こ
ろ
難
航
し
て
い
る
。百
合
野
さ
ん
は「
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
は
一
気
に
は
進
ま
な
い
。時
間
が
か
か
る
」と
静

観
の
構
え
だ
。

　

と
は
い
え
、ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
九
州
の
産
地
に
ジ

ワ
リ
と
効
い
て
き
て
い
る
。東
京
ま
で
は
無
理
、北
九
州

ま
で
の
輸
送
が
限
界
と
い
う
産
地
が
出
始
め
て
い
る
か

転
時
間
は
平
均
27
時
間
か
ら
４
時
間
に
短
縮
さ
れ
た
。

効
果
大
き
い
デ
ジ
タ
ル
連
携

　

取
引
す
る
卸
業
者
間
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
推
進
す
る
。

北
九
州
青
果
は
、都
築
電
気
株
式
会
社
の
大
型
卸
売
会

社
向
け
の
シ
ス
テ
ム「
Ｋ
ｉ
ｔ
Ｆ
ｉ
ｔ
マ
ル
シ
ェ
」を
基

本
ソ
フ
ト
に
使
う
横
浜
丸
中
青
果
、熊
本
大
同
青
果
と

３
社
で
市
場
間
連
携
を
め
ざ
し
た
シ
ス
テ
ム
研
究
を
７
、

８
年
前
か
ら
続
け
て
き
た
。従
来
は
各
産
地
Ｊ
Ａ
の
送

り
状
な
ど
を
手
作
業
で
入
力
し
て
い
た
が
、３
社
間
で

デ
ー
タ
を
や
り
と
り
す
れ
ば
、事
務
処
理
は
簡
単
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、シ
ス
テ
ム
開
発
を
依
頼
し
た
都
築
電
気

か
ら「
大
変
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
」と
連
絡
が
来

た
。送
り
状
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
Ｊ
Ａ
に
よ
っ
て
バ
ラ
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